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年
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釘
認

和
物

昭
便
行

屈
寵

(
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
)

人口のうごき (3月末〕

世帯数 11.831世帯

人口(男)22.691人
(女)24.691人

〈男) (女〉

28人 41人
24 14 
108 136 
195 214 

生

亡

入

出

出

死

転

転

市
長
・
市
議
選

終

わ

る

市
議
会
議
員
お
よ
び
市
長
選
挙
は
、
4
月間
ω日
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
同
日
午
後
7
時
泊
分
か
ら
市
役
所

大
会
議
室
で
開
票
さ
れ
た
結
果
、
市
長
と
三
十
人
の

市
議
会
議
員
が
き
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
市
議
選
で
は
、
投
票
総
数
が
三
万
六
百
六

人
、
投
票
率
は
九
二
・
八
三
官
(
男
九
二
・

O
五
折
、

女
九
三
・
五
一
軒
)
で
前
回
よ
り
一
・
三
軒
下
ま
わ

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
市
長
選
は
、
投
票
総
数
が
三
万

六
百
四
人
で
し
た
。

乙
の
選
挙
で
投
票
率
の
い
ち
ば
ん
高
か
っ
た
の

は
、
片
員
第
三
投
票
所
の
九
七

・
O
五
折
、
低
か
っ

た
の
は
上
野
方
投
票
所
の
九

0
・
六
五
が
れ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

写
真
日
市
議

・
市
長
選
挙
の
開
票



四
年
間
市
政
を
に
な
う

47. 5. 1 

市
長
• 
市
議
会
議
員
、
さ
ま
る

こ
れ
か
ら
四
年
間
、
市
政
を
に
な
う
市
議
会
議
員
お
よ
び
市
長
選

挙
は

4
月
刊
日
日
告
示
さ
れ
、
市
議
会
議
員
は
三
十
五
人
、
市
長
は
二

人
の
候
補
者
に
よ
っ
て
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
お
日
投
票
の

結
果
次
の
よ
う
に
当
選
者
が
き
ま
り
ま
し
た
。
(
氏
名
、
年
齢
、
住

所
、
職
業
、
党
派
、
新
旧
別
の
順
)

市

長

づ

清
河
七
良

無
職

日
歳

無

北
山

新

お

市
議
会
議
員

つ

伊

藤

甚

一

日

歳

島

尻

土

建

業

自

民

現

吉

井

正

男

日

歳

小

川

寺

建

設

業

無

現

吉
田
甚
成

田
歳

東

城

建

設

会

社

社

長

無

現

久

保

田

邦

一

回

歳

北

鬼

江

団

体

役

員

無

現

朝

野

治

作

印

歳

東

町

会

社

社

長

無

現

新
田
川
清
松

田

歳

吉

野

会

社

員

社

会

新

石

川

庄

之

助

問

歳

餌

指

町

会

社

役

員

無

現

長
谷
川
作
次
郎
口
歳
本
江

会

社

重

役

自

民

現

本

田

正

一

回

歳

経

田

中

町

農

業

無

新

田

中

先

幸

出

歳

本

江

報広第 3種郵便物認可

会

社

員

無

浜
多
弘
之

却

歳

米
穀
業

無

宮
田
只
夫

必
歳

建

設

業

無

河
崎
直
治

印
歳

土
地
家
尾
調
査
土

中
尾
政
一

日
歳

農

業

無

後
藤
広
作

臼
歳

会
社
社
長
無

林

照

夫

総

歳

団
体
職
員
社
会

花
岡
嘉
文

釘

歳

建

設

業

無

寺
田
与
次
郎
必
歳

農

業

無

河

崎

浩

必

歳

会
社
重
役
無

後

藤

吉

松

臼

歳

食
料
品
商
無

野
崎
栄
吉

川悩
歳

農

業

無

現

石
崎
七
郎

防
歳

元

町

フ
ァ
ス
ナ
ー
加
工
下
請

新

無
新

中
央
通
り
一

新

上
村
木新

金
山
谷

無

現

長
引
野現

経
団
中
町

現

友
道

新

東
尾
崎現

吉
野

新

金
山
谷新

平
伝
寺新

出

高
鹿
平
之
区

切
歳

測
量
設
計
業
無

本
国
友
次
郎

鈎
歳

洋

服

居

公

明

長
田
日
晴

必
歳

団
体
役
員
無

大
久
保
松
治
問
歳

会

社

員

社

会

加

藤

成

司

必

歳

団
倖
役
員
民
社

中

田

尚

mm歳

政
党
役
員
共
産

宮
島
竹
二

必
歳

会

社

員

社

会

若
島
正
敬

鈎
歳

会
社
役
員
自
民

友友上村鴨三荒宮
道道村木川田町津

現現 新 木 元 現町元現現

敬
称
略
、
順
序
は
受
付
順
。
党
派

は
無
H
無
所
属
、
自
民
H
自
由
民
主

党
、
社
会
H
日
本
社
会
党
、
民
社
H

民
主
社
会
党
、
公
明
H
公
明
党
、
共

産
H
日
本
共
産
党
。

八
年
齢
構
成
若
が
え
る
〉

新
し
い
三
十
議
員
の
党
派
別
で
は
、

自
民
三
人
、
社
会
四
人
、
民
社
、
公
明

共
産
各
一

人
、
無
所
属
二
十
人
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
旧
別
で
は
、

現
役
十
七
人
、
元
二
人
、
新
人
十
一
人

と
な

っ
て
い
ま
す
。

年
齢
別
で
も
二
十
歳
代
一
人
、
一
一
一
十

歳
代
三
人
、
四
十
歳
代
十
人
、
五
十
歳

代
十
三
人
、
六
十
歳
以
上
三
人
と
な
り

年
齢
構
成
が
若
が
え
り
ま
し
た
。

投
票
所
別
l
l
a
-
-
一

f
l
i
-
-

投

票

率

市
議
・
市
長
選
の
投
票
所
別
投
票
率

は
次
の
と
お
り
。

V
魚
津
第
一

H
九
三
・
二
四
軒

V

魚
津
第
二
日
九
二
・
九
こ
がれ

V
魚

津
第
三
H
九
二
・

四
七
Y

V
魚
津

第
四
H
九
三
・
八
五
軒

V
下
中
島

H
九
三
・

O
こ
がれ

V
上
中
島
H
九

六

・
O
八
校

V
松
倉
第

一
H
九
五

・
九
五
割引

V
松
倉
第
二
H
九
六

・

一
五
軒

V
松
倉
第
三
H
九
三
・
七

七
軒

V
松
倉
第
四
H
九
六
・
二
九

r
v上
野
方
H
九

0
・
六
二
軒

V
下
野
方
第
一

H
九
三

・
二
五
軒

V
下
野
方
第
二
H
九
一

・
四
二
校

V
片
員
第
一
日
九
六

・
O
七

r
v

片
員
第
二
リ
九
六
・

O
七
軒

V
片

貝
第
三
H
九
七
・

O
五
軒

V
片
員

第
四
H
九
二
・

O
五
軒

V
加
積
第

一
H
九

一
・
二
二

r
v加
積
第
二

日
九

一
・
七
回
折

V
道
下
第

一
H

九
二
・
五
八

r
v道
下
第
二
H
九

一
・
O
三
官

V
経
団
第

一
H
九
二

・
八
六
軒

V
経
団
第
二
H
九
二

・

四
五
軒

V
天
神
H
九
三
・
五

or

v西
布
施
第
一
日
九
二

・
五
三
官

V
西
布
施
第
二
H
九
三

・
五
七
軒

111¥義援護議選5饗⑦
軽
自
動
車
税

軽
自
動
車
税
は、

原
動

機
付
自
転
車
、軽
自
動
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
お
よ
び

二
輪
の
小
型
自
動
車
に
課

せ
ら
れ
る
税
で
す
。
乙
の

課
税
区
分
お
よ
び
年
税
額

は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い

ま
す
。

①
原
動
機
付
自
転
車

マ
総
排
気
量
五
十
∞
以
下
H
五
百
円

マ
同
五
十
回
を
乙
え
九
十
∞
以
下
H

八
百
円
マ
同
九
十

∞
を
乙
え
百
二

十
五
は
以
下
の
も
の
H
一
千
円

①
軽
自
動
車

マ
二
輪
の
も
の
H
一
千
五
百
円

マ

三
輪
の
も
の
H
二
千
円
マ
四
輪
以

上
の
も
の
H
乗
用
四
千
五
百
円
、
貸

物
二
千
五
百
円

①
小
型
特
殊
自
動
車

マ
農
耕
作
業
用
H
一
千
円
マ
そ
の

ほ
か
H
三
千
円

④
二
輪
の
小
型
自
動
車
H
二
千
五
百
円

昭
和
釘
年
度
の
課
税
対
象
は、

昭
和

釘
年
4
月
1
日
現
在
、
所
有
し
て
い
る

も
の
、
ま
た
は
使
用
し
て
い
る
も
の
と

な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
年
度
途
中

(
4

月
2
日
以
降
)
に
取
得
さ
れ
た
と
き
に

は、

月
割
課
税
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

新
規
登
録
、
移
転
登
録
、
廃
車
登
録

を
さ
れ
る
場
合
は
、
原
動
機
付
自
転
車

お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車
の
農
耕
作
業

用
自
動
車
に
お
い
て
は
、
市
役
所
税
務

課
で
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
す
べ
て
陸

運
事
務
所
で
手
続
き
を
行
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

- 2-
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給水人口3万7千人を目標に10カ年
計 画

国
道
八
号
線
周
辺
に
住
宅
が
建
設
さ

れ
、
水
道
を
必
要
と
す
る
家
庭
が
ふ
え

て
き
ま
し
た
。
乙
の
た
め
、
水
道
局
で

は、

昭
和
羽
年
か
ら
第
一
次
拡
張
計
画

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
持
年
度
で

一
応
終
了
し
ま
し
た
。

第
一
次
拡
張
計
画
事
業
で
は
、
一

億

八
百
万
円
を
か
け
て
、
水
源
地
の
増
設

送
配
水
管

の
入
れ

替
え
、
魚
津
駅
前

地
区
な
ど
あ
わ
せ
て
延
長
二
十
二
・
七

時仰
に
配
水
管
を
布
設
、
横
枕
滅
菌
室
と

配
水
池
間
の
送
水
管
二
千
五
百

M
の
布

47. 5. 1 

水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
く
乙
と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。
市
内

で
も
住
宅
が
ふ
え
、
水
道
の
需
要
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
水
道
局
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
水
道
の
利
用
者
が
み
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
釘

年
度
か
ら
十
カ
年
計
画
で、

上
水
道
第
二
次
拡
張
事
業
を
す
す
め
る
乙
と

に
な
り
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

体
に
配
水
管
を
布
設

も
ち
ろ
ん
市
街
地
の

未
給
水
区
域
も
あ
わ

せ
四
万
一
千

M
の
配

水
管
の
布
設
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
地
区

に
隣
接
す
る
大
海
寺

簡
易
水
道
を
将
来
、

上
水
道
に
統
合
す
る

よ
う
計
画
さ
れ
て
い

設
、
取
水
施
設
の
増
設
工
事
な
ど
が
す

す
め
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
必
年
度
末
の
水
道
の
利
用
状
況

は
、
上
水
道
の
給
水
人
口
二
万
五
千
四

百
人
(
昼
間
推
定
二
万
九
千
人
)
、
簡

易
水
道
三
千
七
百
人
と
な
っ
て
お
り
、

普
及
率
は
七
五
校
と
な
っ

て
い
ま
す
。

八
事
業
費
は

三
億
四
千
万
円
〉

こ
れ
に
ひ
き
つ
づ
き
、
乙
れ
か
ら
も

住
宅
が
ふ
え
る
よ
う
な
と
と
ろ
に
水
道

を
設
置
す
る
た
め
、
第
二
次
拡
張
計
画

事
業
を
昭
和
釘
年
度
か
ら
は
じ
め
る
乙

と
に
な
り
、
十
カ
年
間
に
お
よ
そ
三
億

四
千
万
円
を
か
け
て
、
次
の
よ
う
な
工

事
を
行
な
う
と
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

①
印
目
、
三
田
方
面
、
加
積
地
区
都
市

計
画
区
域
や
下
野
方
寸
加
積
地
区
な

ど
の
国
道
八
号
線
周
辺
や
山
側
を
主

ま
す
。

⑦
水
量
を
ふ
や
す
た
め
、
水
源
池
(
深

井
戸
)
を
一
カ
所
設
置
す
る
。

①
新
し
く
設
け
る
水
痕
池
か
ら
横
枕
管

理
室
聞
な
ど
、
延
長
二
千
六
百
五
十

M
に
導
水
管
を
布
設
す
る
。

④
水
道
事
業
の
維
持
管
理
の
適
正
を
は

か
る
た
め
、

現
在
の
横
枕
滅
菌
室
を

管
理
室
に
改
造
す
る
。
新
た
に
調
整

作
P

0

4

乙

/

3 
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室
一
棟
を
建
設
し、

集
中
管
理

し

て
、
経
費
節
減
に
つ
と
め
る
。

①
上
野
方
な
ど
、

高
い
台
地
に
水
を
上

げ
る
た
め
に
、
加
圧
場
を
一
カ
所
設

け
る
。

①
十
分
に
水
が
貯
え
ら
れ
る
よ
う
配
水

池
四
カ
所
を
設
け
る
。

〈
水
の
使
用
量
も
ふ
え
る

V

こ
れ
ら
の
施
設
の
充
実
に
よ
り
、

現

在
の
給
水
人
口
二
万
九
千
人
を
三
万
七

千
人
ま
で
ふ
や
す
と
と
に
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
生
活
水
準
の
向
上
に
と
も

な
い
使
用
水
量
は、

毎
年
ふ
え
て
い
ま

す
の
で
、
水
原
地
を
つ
く
り
、
水
量
を

ふ
や
し
て
、
現
在
最
大
給
水
量
一
日

一

万
一
千
J
を
一
万
六
千
J
に
増
加
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

給
水
人
口
の
推
移
は
グ
ラ
フ
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
お
年
度
末

と
弱
年
度
末
を
比
較
し
て
み
ま
す
と
、

給
水
人
口
一
万
八
千
八
百
七
十

一
人
だ

っ
た
も
の
が
、
二
万
五
千
三
百
九
十
一

人
に
ふ
え
、
や
く
一
・
三
倍
に
な
っ
て

い
ま
す
。

い
っ
ぽ
う

一
日
平
均
使
用
水
量
を
み

ま
す
と
、
お
年
に
二
千

二
百
十
四
J
だ
っ
た
も

の
が
、
必
年
に
は
四
千

二
百
三
十
二
J
に
な
っ

て
お
り
、
一
・
九
倍
に

な
り
、
使
用
水
量
が
ふ

え
て
い
る
と
と
が
わ
か

り
ま
す
。

，
M
HH
斗

・
付

Z

，
判
官
ヰ

，
紛
年

.
的
同
与

-
M
W
忽・

.

仙

W

年

路し帽

X
4

写
真
上
H
配
水
管
の
布

設
工
事

憲 i
!を法 !

;迎事 i

jぇ首 !
!て !

5
月
3
日
は
慾
法
記
念
日
で
す
。
乙

の
日
を
中
心
と
し
た
一

週
間
を
「
憲
法

週
間
」
と
し、

司
法
関
係
の
機
関
で
は

い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

憲
法
が
す
べ
て
司
法
権
を
最
高
裁
判

所
を
頂
点
と
す
る
裁
判
所
に
ゆ
だ
ね
、

司
法
権
の
独
立
と
優
位
を
定
め
て
い
る

の
は
、
ひ
と
え
に
司
法
を
公
平
、
か
っ

中
立
の
立
場
に
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
法

の
支
配
を
確
立
し
、
乙
れ
に
よ
っ

て
憲

法
の
理
念
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
た
め

に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

民
主
主
義
の
下
に
お
い
て
は
、
国
民

相
互
の
間
も
、
政
府
と
国
民
と
の
聞
も

法
律
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
の
が
理
想

で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
「
力
の
支
配

」
で
は
な
く
て
「
法
の
支
配
」
が
民
主

主
義
の
本
質
で
あ
り
生
命
で
あ
り
ま

す
。す

べ
て
の
人
が
法
を
尊
重
し
、
法
に

従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
社

会
秩
序
が
保
た
れ
、
こ
れ
に
よ
っ

て、

各
自
が
自
分
の
も
っ
て
い
る
、
人
格
的

価
値
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
り
ま
す
。

憲
法
記
念
日
を
迎
え
た
機
会
に
、

国

民
の
一
人

一
人
が
法
律
を
知
り
、
自
分

の
権
利
を
守
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

(
富
山
地
方
裁
判
所
)
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功
労
者
三
十
八
名
を
表
彰

47. 5. 1 

市

制

二

十

周

年

記

念

式

に

市
制
二
十
周
年
記
念
式
は
、
4
月
3

日
午
前
日
時
か
ら
市
民
会
館
で
関
係
者

や
く
四
百
名
が
出
席
し
て
盛
大
に
ひ
ら

か
れ
ま
し
た
。

ま
ず
高
野
市
長
の
式
辞
の
あ
と
、
市

政
功
労
者
な
ど
三
十
八
名
に
対
し
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ひ
き
つ
づ
き
県

知
事
代
理
、
国
会
議
員
代
表
な
ど
か
ら

祝
辞
が
あ
り
、

伊
東
直
二
氏
が
受
彰
者

を
代
表
し
て
謝
辞
を
の
べ
ら
れ
、
富
山

県
市
長
会
長
姻
健
治
氏
の
音
頭
で
万
歳

を
三
唱
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

ハ

年
齢
お
よ
び
住
所

づおつ報

【自
治
功
労
】

朝

野

治

作

(
印
歳

伊

東

直

二
(
肝
歳

大

島

信

夫
(
必
歳

大
久
保
松
治

(切
歳

小
坂
作
次
郎
(
刊
歳

南

保

金

作

(回
歳

野

崎

栄

吉

(
必
歳

若
島

正
敬
(
鈎
歳

浦
河

七
良
(
町
歳

山
沢
貞
治
(
閃
歳

海

原

彦

松
(
刊
歳

溝

口

哲

蔵

(日
歳

後
藤
政
次
郎

(印
歳

石
崎
弥

一
郎
(
侃
歳

佐
藤
吉
太
郎
(
印
歳

広第3種郵便物認可

【産
業
経
済
功
労
】

東
町
〕

上
村
木
)

釈
迦
堂
)

鴨
川
町
)

新
金
屋
二
)

経
田
中
町
)

出
)

友
道
)

北
山
〉

山
女
)

諏
訪
町
)

舛
方
〉

経
団
西
町
)

諏
訪
町
)

末
広
町
)

lま

杉

山

博

吉

(
印
歳

江
口
〉

宝

田

磯

二

ハ
mw歳
印

田

)

畠
山
敏
治
(
日
歳

小
川
寺
)

岡

本

常

吉

(閲
歳

南

町

)

平

崎

辰

次
(
日
歳
下
村
木
町
〉

高
橋
菊
次
郎

〈日
歳

下
新
町
)

東

金

時

男

(ω歳
新

金

屋

一
)

【衛
生

・
厚
生

・
交
通
功
労
】

石
崎
七
郎
(
印
歳
元
町
)

梅
原
善
苗
(
何
歳
下
材
木
町
)

京

免

蔵

宝

(門
歳

東

山
)

小
杉
与
志
治
(
日
歳
村
木
町
)

石

崎

由

夫

(日
歳
大
海
寺
野
)

【教
育
功
労
】

島

津

武

男

(
叩
歳
六
郎
丸
)

永

田

久

直

(
m
m
歳

舛

田

)

杉

原

清

作

(
日
歳

村
木
町
)

舛

崎

宗

雄

(印
歳

馬

出

町
)

吉
崎

幸
信
(
民
歳
三
ケ
〉

【消
防
幼
労
】

紙
尾
重
松
〈
閃
歳
村
木
)

多

東

忠

次

E

(侃
歳

八
代
町

)a
・

中

島

竹

雄

】Ma

(羽
歳

大

町

)
m

先

名

義

雄

(犯
歳

末

広

町
)

江
幡
弥
次
郎

〈川凶歳

江
口
)

浜

田

幸

作

(削
歳

諏

訪

町
)

農
業
者
年
金
の

加
入
に
つ
い
て
は

み
な
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
順
調
に

す
す
み
、

4
月
日

日
現
在
で
「
当
然

加
入
」
が
対
象
の

お
よ
そ
九
一
軒
に

あ
た
る
六
百
十
一

人
が
加
入
さ
れ
て

お
り
ま
す。

し
か
し

「
任
怠

加
入
」
の
申
込
み

は
、
該
当
者
五
百

五
十
人
の
う
ち
、

二
百
五
十
五
人
と
、
ま
だ
少
な
い
の
で
、

次
の
よ
う
な
人
は
、
ぜ
ひ
農
協
を
通
じ

て
、
加
入
申
込
み
を
さ
れ
る
よ
弓
お
す

す
め
し
ま
す
。

任
意
加
入
資
格
は
、
①
経
営
面
積
三

十
一
ぺ
以
上
五
十
咋
未
満
で
、
農
業
に
投

下
す
る
年
間
労
働
時
聞
が
七
百
時
間
以

上
の
農
業
経
営
者

(
家
族
の
労
働
時
聞

を
含
め
る
。

試
算
に
よ
り
ま
す
と
、
水

稲
三
十
五
々
、
野
菜
十
々
で
七
百
五
十

五
時
間
に
な
る
〉

①

五
十
咋
以
上
の

農
業
経
営
者
の
後
継
者
(
た
だ
し
、
三

資格ある人は加入申込

みを……農業者年金

写真=市制20周年記念式での

表彰式

年
以
上
農
業
に
従
事
し
て
き
た
も
の
)

川

以
上
、
い
ず
れ
も
国
民
年
金
お
よ
び
刷

所
得
比
例
年
金
に
加
入
し
て
い
る
乙
と
酬

が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
い
酬

と
と
は
農
協
ま
た
は
市
農
業
委
員
会
へ
川

お

間

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

川

寄

付

マ
三
万
円
H
中
央
通
り
二
丁
目
明
吉
正
川

雄
マ
三
万
円
H
火
の
宮
町
杉
本
ち
よ

川

マ
二
万
円
H
文
化
町
桐
岡
朝

男

マ

一川

万
円
H
村
木
町
高

野

毅

マ

一
万
円
H
州

大
先
寺
大
村
第
一
郎

マ一

万
円
H
本
側

江
新
町
松
本
恵
代
子

マ
-
万
円
H
大
川

町
旗
智
昌
之
マ
一
万
円
H
友
道
明
石

川

寛
ニ
マ
一

万
円
H
横
枕
米
山
耕
吉

川

マ一

万
円
H
八
代
町
繰
菅
文
昭

ハ
以
上
川

香
典
返
し
の
一
部
を
)

マ

一
千
円
H

川

東
部
中
二
年
四
組
マ
五
千
円
H
徳
永
川

幸
次
郎

マ
二
千
円
H
八
代
町
友
田
道

川

治
マ
二
十
四
万
円
H
魚
津
ロ

1
タ
リ
川

ー
ク
ラ
プ
代
表
大
島
重
(
故
高
見
笹
視

川

正
遺
族
唱
慰
金
の
預
託
金
)

燃

え

な

い

ご

み

川

5
月
は
陶
器
類
を
収
集
川

4
月
か
ら
燃
え
な
い
ご
み
の
収
集
を
川

毎
月
一
回
行
な
う
こ
と
に
な

り
ま
し
川

た。

偶
数
月
が
金
物
類
、
奇
数
月
は
陶
川

器
類
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
川

月
に
よ
っ
て
金
属
類
と
ガ
ラ
ス
類
を
区

川

分
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

5
月
は
陶
器
類
の
収
集
月
で
す
の
で

川

空
ピ

ン
や
、
ガ
ラ
ス
類
だ
け
収
集
日
に
川

お
出
し
く
だ
さ
い
。

制

予
防

日

本

脳

災

満
三
歳
以
上

六
十
五
歳
ま
で

予

防

接

種

の

人

を

対
象
に

行
な
い
ま
す
。
初
め
て
受
け
る
人
は

二
回
、

毎
年
受
け
.て
い
る
人
は
一
回

受
け
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

料
金
は
、
一
回
に
つ
き
三
歳

i
六

歳
H
百
十
円
、
六
歳
以
上
H
百
六
十

円
で
す
。

校
下

一
回

二
回

6
月

6
月

上
野
方

1
日

8
日

小

学

校

上
中
島

1
日

目

日

小

学

校

本
江

2
日

9
日

小

学

校

道
下

2
日

9
日

小

学

校

受
付
時
間
は
午
後
1
1
2時 場

所

-4-

胃

ガ

ン

、

婦

ガ
ン
の
早
期

発
見
を
目
的
に

人

検

診

胃
ガ
ン
と
子
宮

ガ
ン
の
検
診
を
行
な
い
ま
す
。

マ
検
診
日

H
6月
1
日

(
木
)

マ
場
所
H
農
協
上
野
方
支
所

マ
受
付
時
間
お
よ
び
料
金

・
胃
ガ
ン
H
午
前

8
時
加
分
!
9時

加
分

料
金
三
百
円

・
婦
人
検
診
日
午
後

l
t
2時
料

金
二
百
五
十
円

希
望
者
は

5
月
日
日
〈
月
)
ま
で
に
市

役
所
保
健
衛
生
課
へ
お
申
込
み
を
。

母

親

学

級

丈
夫
な
赤
ち

ゃ
ん
を
生
む
た
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児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶
養
手

当
が
、
日
月
か
ら
大
幅
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
該
当
者
は
次
の
よ
う
な
人
で

す
が
、
早
め
に
民
生
委
員
か
社
会
福
祉

事
務
所
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

-
児
童
扶
養
手
当

づ

V
:
・対
象
と
な
る
の
は
、
次
の
よ
う

な
児
童
の
場
合
で
、
そ
の
児
童
の
母
や

母
に
か
わ

っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し、

公
的
な
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
は
、
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
親
と
別
れ

て
生
活
し
て
い
る
児
童

①
父
が
死
亡
し
た
児
童

①
父
が
廃
疾
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
一
年
以
上
に
わ
た
り
、
ハ
久
が
法
律
に

よ
り
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

①
一

年
以
上
に
わ
た
り
父
が
生
死
不
明

お、っ報広

市
史
下
巻

で

き

る

47. 5. 1 

市
史
下
巻
は
、

3
月
下
旬
に
で
き
あ

が
り
、

4
月
中
旬
に
購
入
予
約
者
に
配

布
さ
れ
ま
し
た
。

下
巻
は
、
明
治
維
新
か
ら
現
代
ま
で

を
「
近
代
の
ひ
か
り
」
「
現
代
の
あ
ゆ

み
」
の
二
冊
(
や
く
一
千
五
百
頁
)
に

編
集
さ
れ
、

A
五
判
上
製
画
入
れ
の
も

の
で
す
。

ま
だ
上
、
下
巻
と
も
少
し
余
分
が
あ

り
ま
す
の
で
購
入
希
望
さ
れ
る
人
は
、

早
め
に
市
復
所
総
務
課
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

の
児
童

①
一
年
以
上
に
わ
た
り
父
か
ら
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童

①
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

V
・:
手
当
の
額
は
、
児
童
一
人
の
と

き
、
9
月
ま
で
月
額
二
千
九
百
円
、
日

月
か
ら
四
千
三
百
円
で
す
。
児
童

一
人

算児 七万
。童 万 一
一九平
人 千五
に円百
つ、円
き二
十人一
一以人
万上の
五の場
千と 合
円き九
加 、十

-
特
別
児
童
扶
養
手
当

V
・:
対
象
と
な
る
児
童
は
、
二
十
歳

ふ
え
た
と
き
は
、
と
も
に
四
百
円
増
と

な
り
ま
す
。

V
・・・
請
求
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の

前
年
の
所
得
が
、
次
の
額
を
こ
え
る
と

き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
扶
養
親
族
お
よ
び
児
童
の
数
が
零
人

の
場
合
は
控
除
後
の
金
額
が
八
十

上
巻
は
二
千
五
百
円
、
下
巻
は
三
千

八
百
円
で
す
。
(
上
巻
は
限
定
版
と
し

て
増
刷
し
ま
し
た
の
で
残
り
は
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
)

未
満
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
児
童
で
す
。
た
だ
し
、
公
的
な

年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

①
精
神
の
発
達
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、

日
常
生
活
に
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
児
童

(
知
能
指
数
お
お
む
ね
三
十

五
以
下
)

①
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
児
童

(
川

国
民
年
金
法
の
一
級
、
身
障
福
祉
法

川

の一

i
二
級
程
度
の
障
害
)

川

V
:
・
手
当
の
額
は
、
児
童
一
人
に
つ
川

き
9
月
ま
で
二
千
九
百
円
、
叩
月
か
ら

川

四
千
三
百
円
に
な
り
ま
す
。

川

V
:
・所
得
制
限
は
、
児
童
扶
養
手
当

川

と
同
じ
。

-

手

当

を

浸

け

て

い

る

人

。

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

川

当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
所
得
が
あ
っ
川

て
も
、
な
く
て
も
、
必
ず
5
月
中
に
届

川

出
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な

川

い
場
合
、
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
乙
と
川

が

あ

り

ま

す

。

川

届
出
の
際
は
、

証
書
と
印
鑑
を
お
持

川

ち
の
う
え
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
行

川

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

踏
切
事
故
を
な
く
し
よ
う

写真=できあがった市史下巻

昨
年
、
県
内
の
国
鉄
踏
切
で
九
十
一

件
の
踏
切
事
故
が
発
生
し
、
そ
の
う
ち

衝
突
し
た
も
の
が
二
十
二
件
も
あ
り
、

死
亡
者
七
名
、
重
軽
傷
者
三
十
名
が
で

て
お
り
ま
す
。

踏
切
事
故
の
大
半
は
、

自
動
車
が
踏

切
で
一
時
停
止
し
な
か
っ
た
こ
と
や
、

安
全
確
認
が
不
十
分
な
た
め
に
発
生
し

て
い
ま
す
。

八
事
故
を
お
こ
さ
な
い
た
め
に

V

マ
踏
切
で
は
、
必
ず
一
時
停
止
し
て、

し
っ
か
り
と
安
全
を
確
か
め
て
く
だ

さ
い
。

マ
瞥
報
機
が
な
っ
た
ら
絶
対
に
渡

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
列
車
は

時
速
百
キ
ロ
以
上
で
す
す
ん
で
き

ま
す
。
反
対
列
車
や
入
換
え
、

地
鉄
の
電
車
な
ど
が
通
り
ま
ず

か
ら
危
険
で
す
。

〈
踏
切
で
エ
ン
ス
卜
し
た
ら

V

マ
エ
ン
ス
ト
や
脱
輪
な
ど
で
、
踏
切
内

で
動
け
な
く
な
っ
た
ら
、
ま
ず
H

非

常
ボ
タ
ン
H

を
押
し
て
列
車
を
止
め

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
最
善
の
衝
突

め
、
母
親
学
級
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

と
く
に
初
産
の
人
は
ぜ
ひ
出
席
く
だ

さ
い。今

回
は
、
保
健
婦
か
ら
妊
婦
体
操

家
族
計
画
に
つ
い
て
の
お
話
と、

産

後
の
あ
と
の
健
康
、
新
生
児
の
扱
い

方
に
つ
い
て
映
画
が
あ
り
ま
す
。

マ
日
時

H
5
月
四
日
(
金
)
午
後

1

時

t
3時
初
分

マ
場
所
H
魚
津
保
健
所

毎
月
第
二
水

曜
日
は
、
健
康

相
談
日
で
す
。
心
電
凶
、
血
圧
測
定

な
ど
も
行
な
い
ま
す
の
で
健
康
に
つ

い
て
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

H
5
月
四
日
(
水
)
午
後
1

時
}
2時

マ
場
所
H
市
役
所
保
健
室

健

康

相

談

，「ぃ
v
t

一

品・・E
四

d
咽
圃
咽
唱
匂

一

‘開幽・四-------v幽・・・・・・
咽a園調

-

rん
『

y
b調

防
止
方
法
で
す
。

マ
非
常
ボ
タ
ン
を
扱
っ
て
列
車
が
止
ま

り
、
衝
突
を
ま
ぬ
が
れ
た
と
き
は、

原
則
と
し
て
列
車
不
時
停
止
損
害
金

は
請
求
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い

ま
す
。



47. 5. 1 

b
 

しAb
 

せ

づ

西

部

中

・

村

木

市
民
の
体

力
づ
く
り
に

小

の

夜

間

開

放

役
立
て
よ
う

と
、
昨
年
か
ら
体
育
館
の
夜
間
開
放
を

し
ま
し
た
が
、
こ
と
し
は
、
西
部
中
学

校
体
育
館
と
、
村
木
小
学
校
講
堂
の
二

カ
所
が
開
放
さ
れ
ま
す
。

開
放
さ
れ
る
の
は
、
毎
週
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
で
、
使
用
時
聞
が
午
後
6
時

か
ら
午
後
9
時
ま
で
で
す
。
利
用
希
望

者
は
、
市
教
委
社
会
教
育
課
ま
で
お
申

出
く
だ
さ
い
。

おつ報

サ

ル

ビ

ア

の

苗

を

魚
津
市

花
と
緑
で

お
わ
け
し
ま
す

美
し
く
す

る
運
動
推
進
協
議
会
で
は
、
「
サ
ル
ビ

ア
」
の
苗
を
無
料
で
お
わ
け
し
ま
す
。

希
望
者
は

5
月
日
日

(水
)
ま
で
市
教

委
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
数
量

が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
先
着
順
で

締
め
切
り
ま
す
。

マ
お
分
け
す
る
量
H
個
人
(
ご
家
庭
)

十
本
ま
で
、
一

団
体
(
一
町
内
)
に

つ
い
て
二
百
本
以
内

広第 3額郵便物認可

人

て 手老
# 術 人
天 さ性
壁 れ 自
民 る内
属 人障

2への
術歳満
を以六市
受上十で
けの五は

る
人
に
対
し
て
、
手
術
に
必
要
な
経
費

を
全
額
助
成
し
て
お
り
ま
す
。
手
術
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
市
社
会
福
祉
事
務

所
へ
と
連
絡
く
だ
さ
い
。

5
月
の
交

通
事
故
相
談

は
、
4
日
(
木
)
と
お
日
(
火
)
午
前

叩
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
市
役
所
第
三

会
議
室
で
ひ
ら
き
ま
す
。
ま
た
、

四
日

(火
)
に
も
県
総
合
庁
舎
県
民
柑
談
室

で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

5
月
の
歩
乙

う
会
は
、
7
日

(
日
)
松
倉
城
跡
方
面
へ
行
き
ま
す
。

コ
1
ス
は
、
電
鉄
魚
津
駅
前
午
前
8
時

応
分
発
坪
野
行
き
パ
ス
で
北
山
下
車
、

小
菅
沼
|
松
倉
城
跡
i
鹿
熊
と
歩
き
、

帰
り
は
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

参
加
者
は
当
日
午
前
8
時
刊
分
ま
で

電
鉄
魚
津
駅
前
へ
中
食
、
パ
ス
代
を
お

持
ち
の
う
え
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

歩

こ

う

会

農

作

業

魚
津
市
農
協
連

絡
協
議
会
お
よ
び

基

本

料

金

農
業
委
員
会
で

は
、
昭
和
釘
年
度
の
農
作
業
基
本
斜
金

に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
次
の
と
お

り
申
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
D

・
十
咋
あ
た
り
の
料
金

マ
耕
う
ん
料
金
H
六
千
円

マ
荒
起

し
H
三
千
円

マ
荒
か
き
H
H

一
千
五

百
円
マ
し
ろ
か
き
リ
一
千
五
百
円

マ
バ
イ
ン
.
グ

l
u四
千
円

マ
コ
ン

バ
イ
ン
リ
六
千
円

マ
ト
ラ
ク
タ
ー

H
五
千
五
百
円
マ
田
植
機
H
二
千

八
百
円

・
一

日
あ
た
り
人
夫
賃
金

マ
男一
H
二
千
二
百
円

マ
女
H

一
千

六
百
円

-

一
日
あ
た
り
間
食
費
百
五
十
円

・
始
業
は
午
前

6
時
加
分
、
終
業
は
午

後
6
時
ま
で
。

・
休
憩
は
午
前
十
五
分
間
、
正
午

一
時

間
、
午
後
十
五
分
間
。

・
こ
の
料
金
は
交
通
費
を
含
ま
な
い
。
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第
=
二
五
号

窓

口

電

報

、

電

電
話
局
の

窓

μ
営
業
時

話

の

受

付

時

間

聞
が

4
月
1

日
か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

マ
電
話
申
込
み
、
移
転
、

譲
渡
、
電
報

電
話
通
話
な
ど
の
受
付
け
日
平
日
が

午
前

8
時
加
分

1
午
後

5
時
、
土
曜

日
が
午
前

8
時
泊
分
l
午
後
0
時
加

分
。

マ
電
報
電
話
料
金
受
入
H
平
日
が
午
前

9
時
j
午
後

4
時
、
土
曜
日
が
午
前

9
時
}
正
午

マ
時
間
外
の
電
報
通
話
の
受
付
け
は
、

局
前
公
衆
電
話
を
ど
利
用
く
だ
さ
い

防
衛
庁
で
は
、
臨

海
空
士
自
衛
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
応
募
資
格
は
、

m
l

m歳
の
男
子
で
、
中
卒
程
度
の
学
力
を

有
す
る
も
の
で
す
。
第
一
次
締
切
り
は

6
月
初
日
で
す
。
受
験
希
望
者
は
、
市

役
所
市
民
課
へ
お
申
込
み
を
。

自
衛
官
募
集

八
日
曜
祭
日
の
当
番
医
V

V
5
月
3
日

H
(昼
)
新
金
屋

一
丁
目

羽
田
医
院
(
夜
)
大
光
寺
魚
津
緑
ケ

丘
病
院

V
5
日
日

(昼
)
友
道
晒
屋

医
院
(
夜
)
大
町
船
崎
医
院

V
7

日

H
(昼
)
北
鬼
江
藤
田
医
院

(夜
)

角
川
町
宮
本
医
院

V
M
日
日

(
昼
)

下
村
木
河
内
病
院
(
夜
)
本
江
浦
田

産
税
病
院

v
n日
リ

(昼
)
末
広
町

平
井
病
院
(
夜
)
中
央
通
り
桝
崎
医

院

vm日
H
(昼
)
鴨
川
町
深
川
病

院

(

夜

)
浜
経
団
江
幡
医
院

V
6

月
4
日
H
(昼
)
本
江
浦
田
外
制
病
院

(
夜
)
本
江
沢
口
外
税
医
院

編
集
発
行
-h

ノ

沢

本
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T ① V い次おてて
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印
刷
所

魚
津
印
刷
株
式
会
社


